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ゴルフ橋
　ゴルフ場へ向かう芦屋川上流に架かる橋。
橋下は岩場に水しぶきが躍り、市内中流域の
芦屋川とは違った様相が見られる。木立の

あふ

中を流れゆく水辺は清涼感に溢れている。

人口と面積＜平成14年７月１日人口＞■住民基本台帳＋外国人登録　総数89,417／男41,485／女47,932／世帯数38,604■推計人口　総数87,609／男40,471／女47,138／世帯数36,284　＜面積＞18.57㎞2

演出／大森一樹(映画監督)　撮影／山口宏(写真家)　イラスト／なかにし和子

第
24
回
芦
屋
サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

問
い
合
わ
せ
　
芦
屋
市
民
ま
つ
り
協
議
会
　
1
@2
６
９
４
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(

午
前
10
時
〜
午
後
４
時)

第８回ASHIYA CUP ドラゴンボートレース大会
　（小学生、男女混合クラス、男子クラス）
　時　間　午前８時30分～午後３時
　会　場　芦屋キャナルパーク、陽光緑地
縁日（約40店舗）、ステージイベント　　
　時　間　午後３時～９時　　　　会　場　海洋町
花火打ち上げ（約2,700発）
　時　間　午後８時～８時45分　　会　場　涼風町

　
「
げ
ん
き
！
芦
屋
！
」
を
合
言
葉
に
「
市
民
に
よ
る
、
市
民
の
た
め
の
、
市
民
の

ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
夏
の
夜
空
に
、
「
夢
」
と
「
希
望
」
と
「
げ
ん
き
」
を
乗
せ
た
光
の
輪
を
咲
か
せ

ま
し
ょ
う
！

　
今
年
は
、「
第
８
回
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｙ
Ａ
　
Ｃ
Ｕ
Ｐ
　
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
大
会
」

を
同
日
開
催
し
ま
す
。

日
　
時
　
八
月
四
日(

日)

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
九
時〈
荒
天
中
止
〉

交
　
通
　
◆
ま
つ
り
会
場
へ
は
、
阪
急
バ
ス
で
「
陽
光
町
」
バ
ス
停
下
車

◆
当
日
は
、
Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
・
阪
急
芦
屋
川
駅
・
阪
神
芦
屋
駅
バ
ス
停
か
ら

会
場
ま
で
臨
時
便
が
出
ま
す
。
　

お
願
い
　
◆
芦
屋
浜
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
・
南
芦
屋
浜
地
区
は
全
域
駐
車
禁
止
で
す
。

　
　
　
　
◆
阪
神
高
速
湾
岸
線
な
ら
び
に
側
道
付
近
も
、
駐
停
車
禁
止
で
す
。

　
　
　
　
◆
車
で
の
来
場
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

８
月
４
日
は
、
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　星空を観察してみませんか。親子
での参加者を募集します。
日　時　８月11日(日)
　　　　午後７時30分～９時
　　　　（雨天や曇天の場合は中止）
会　場　芦屋市霊園
　　　　※バスでお越しください。
申し込み　８月９日（金）午後５時ま

でに電話で環境管理課へ

問い合わせ　環境管理課　138-2051

支
援
費
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　
こ
れ
ま
で
、
市
が
サ
ー
ビ
ス
内
容
や

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
を
決
定
す
る
「
措

置
制
度
」
で
し
た
が
、
「
支
援
費
制
度
」

で
は
、
利
用
者
が
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
自
由

に
選
択
し
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
と
契

約
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
障
害
者
の
自

己
決
定
を
尊
重
し
、
事
業
者
等
と
の
対
等

な
関
係
に
基
づ
き
利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
利
用
者
が
サ
ー
ビ
ス
利
用
後
に
利
用
者

負
担
額
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

支
援
費
制
度
の
申
請
時
期
や
手
続
き
方
法

と
合
わ
せ
て
、
詳
細
が
決
ま
り
次
第
本
紙

で
も
随
時
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

・
通
勤
寮
の
利
用

・
心
身
障
害
者
福
祉
協
会
が
設
置
す
る
福

　
祉
施
設
の
利
用

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

◇
児
童
福
祉
法(

障
害
児
福
祉)

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

　
昨
年
、
全
国
で
発
生
し
た
建
物
火
災
三

万
四
千
百
六
件
、
死
者
千
四
百
四
人
の
う

ち
住
宅
等
の
火
災
は
一
万
九
千
六
百
十
九

件(

五
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト)

、
死
者
は
千

百
八
十
五
人(

八
四
・
四
パ
ー
セ
ン
ト)

で
、
そ
の
う
ち
放
火
自
殺
者
を
除
く
住
宅

火
災
に
お
け
る
死
者
は
九
百
六
十
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
火
災
の
主
な
原
因
は
、
こ
ん
ろ
、
放
火
、

た
ば
こ
で
す
。
火
災
を
予
防
す
る
た
め
に

次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

□
こ
ん
ろ
等
調
理
器
具
の
使
用
で
は

①
使
用
中
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

②
器
具
周
囲
の
不
燃
化
、
整
理
整
頓
に
努

め
る
。

□
放
火
を
予
防
し
、
被
害
を
軽
減
す
る
た

め
に
は

①
古
新
聞
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
木
材
な
ど
の

不
用
品
は
、
整
理
整
頓
し
て
保
管
し
、
燃

え
や
す
い
物
を
家
の
周
り
に
置
か
な
い
。

　
市
営
住
宅
に
入
居
を
希

望
さ
れ
る
か
た
の
登
録
を

受
け
付
け
ま
す
。
今
回
の

登
録
は
一
般
世
帯
お
よ
び

被
災
世
帯
が
対
象
に
な
り

ま
す
。

　
受
け
付
け
後
、
資
格
審

査
を
行
い
、
有
資
格
者
を

登
録
し
、
現
在
あ
る
空
家

と
こ
れ
か
ら
発
生
す
る
空

家
を
、
住
宅
困
窮
度
の
高

あ
っ
せ
ん

い
か
た
か
ら
順
に
斡
旋
し

ま
す
。

◇
受
付
期
間

　
八
月
十
九
日
〜
九
月
十

八
日

【
※
閉
庁
日
は
除
き
ま
す
】

◇
申
込
案
内
書
の
配
布

　
八
月
十
二
日(

月)

か
ら
、
住
宅
課
、
市

役
所
受
付
、
ラ
ポ
ル
テ
市
民
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
で
配
布
し
ま
す
。
詳
し
い
内
容

は
案
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
市
外
に
お

住
ま
い
の
被
災
世
帯
の
か
た
に
は
希
望
が

　次の①～⑥のすべてに該当するかた
①申し込み本人が市内に１年以上（平成13年９月18日以
前から）住民登録し、かつ居住しているかた、または、
２年以上市内に勤務しているかた

②申し込み世帯全員の収入の合計が公営住宅入居収入基
準（政令月収が20万円以下〔裁量階層世帯26万８千円以
下〕）に合致するかた
③現に同居し、または同居しようとする親族のあるかた
④現在、住宅に困っているかた（持ち家のかたは申し込
みできません）

⑤保証人のあるかた
⑥市税を滞納していないこと

◇住宅困窮者登録資格◇

複
数
世
帯

単
身
世
帯

一
般
世
帯

被
災
世
帯

　震災時（平成７年１月17日）に芦屋市内で居住していた住宅
が、倒壊または焼失するなどして居住できなくなり、市長の
発行する全壊（焼）または半壊（焼）のり災証明および家屋の
解体を証明できる書類を提出できるかた（現在、市外に居住
しているかたも対象）、かつ、一般世帯の申し込み資格の①
を除くすべてに該当するかた

市営住宅入居希望者の登録受け付け
問い合わせ　住宅課　138-2026　

　
居
宅
に
お
い
て
、
日
常
生
活
を
営
む
の

に
支
障
が
あ
る
か
た
へ
、
家
事
等
の
支
援

の
た
め
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
し
て
い
る
か

た
は
、
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
内
容

○
家
事
に
関
す
る
こ
と

　
住
居
等
の
掃
除
お
よ
び
整
理

　
生
活
必
需
品
の
買
い
物
等

住民票コードをお知らせします
　住民基本台帳法の改正により、８月５日以降、全国の市区
町村の住民票に個人ごとに11ケタの住民票コードが付くこと
になりました。法の規定に基づき、住民票コード通知を世帯
ごとに圧着はがきでお知らせします。８月５日に発送する予
定ですので、内容をご確認の上、大切に保管してください。
　詳細については「広報あしや　７月15日号」でお知らせし
ています。

問い合わせ　市民課　138-2030

　芦屋川にすむ生きものを調べて、川の水の状態
を確かめてみませんか。
日　時　８月７日（水）午後１時～４時（雨天決行）
会　場　適応教室（東芦屋町6-10 旧 山手幼稚園）
対　象　小学生～中学生、20人
持ち物　ビーチサンダルかぬれてもよい運動靴、

筆記用具、タオル、帽子
申し込み　８月６日（火）午後５時までに電話で環

境管理課へ（先着順）

芦屋観光みやげ品の募集「水生生物調査」をしませんか

　芦屋観光協会では、芦屋にふさわしい観光みやげ品を選定し、推薦しま
す。市内で生産および加工された品を募集します。
出品物　　①市内で生産された食品、菓子または加工品
　　　　　②名称、図案、意匠が本市に関わりのある要素をもつもの
出品者　　生産者、または販売者
出品料　　１商品（銘柄）につき2,000円
推薦期間　３年間（推薦期間中にみやげ品の内容等の変更が生じたときは、
　　　　　再度審査が必要）
申し込み　８月５日から16日の間に所定の申請用紙（観光協会事務局にあり）
　　　　　に必要事項を記入し、芦屋観光協会事務局へ

親子星空観察会

問
い
合
わ
せ
　
障
害
福
祉
課
　
1
#8
２
０
４
３

精
神
障
害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
が
開
始
さ
れ
ま
す

○
身
体
介
護
に
関
す
る
こ
と

　
通
院
、
公
共
機
関
利
用
等
の
援
助

　
そ
の
他
必
要
な
身
体
の
介
護
等

◆
対
象
者
　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

を
所
持
し
て
い
る
か
た
、
ま
た
は
精
神
障

害
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
の
給
付
を
現

に
受
け
て
い
る
か
た
で
、
主
治
医
に
よ
る

意
見
書
の
提
出
が
可
能
な
か
た
。

◆
利
用
料
　
利
用
者
世
帯
の
所
得
状
況
に

よ
り
、
料
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

敷
地
外
周
部
の
可
燃
物
に
も
注
意
す
る
。

②
特
に
、
共
同
住
宅
で
は
、
廊
下
・
階

段
・
敷
地
内
等
の
共
用
部
分
の
管
理
を
徹

底
し
、
掲
示
板
の
不
燃
化
や
張
り
紙
の
整

理
整
頓
を
す
る
。

③
ご
み
の
夜
間
放
置
は
放
火
の
も
と
。

④
自
動
車
や
バ
イ
ク
、
自
転
車
等
の
ボ
デ
ィ
ー

カ
バ
ー
は
、
燃
え
に
く
い
「
防
炎
品
」
を

使
う
。

⑤
外
出
時
や
就
寝
時
は
、
玄
関
や
窓
等
を

必
ず
施
錠
す
る
。
ま
た
、
門
扉
、
通
用
口
、

車
庫
、
物
置
等
の
出
入
口
は
、
使
用
し
て

い
な
い
と
き
は
必
ず
施
錠
し
て
お
く
。

□
た
ば
こ
で
注
意
す
る
こ
と

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
し
な
い
。
ま
た
、

飲
酒
後
の
喫
煙
も
大
変
危
険
。

②
吸
い
殻
は
、
水
を
か
け
て
か
ら
生
ご
み

等
と
一
緒
に
捨
て
る
。
く
ず
か
ご
に
は
絶

対
捨
て
な
い
。

③
歩
行
中
、
作
業
中
の
く
わ
え
た
ば
こ
や
、

ポ
イ
捨
て
は
絶
対
に
や
め
る
。

火
災
予
防
に
努
め
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
予
防
課
　
1
#8
２
０
９
８

問い合わせ　芦屋観光協会事務局（経済課内）　138-2033

福
祉
サ
ー
ビ
ス

　
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
障
害
者
が
利
用
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
が
「
支
援
費
制

度
」
に
変
わ
り
ま
す
。

　
支
援
費
制
度
の
対
象
と
な
る
障
害
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
は
次
の
法
律
の
サ
ー
ビ
ス
で

す
。

◇
身
体
障
害
者
福
祉
法

・
更
生
施
設
の
利
用

◆
対
象
と
な
る
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
◆

・
療
護
施
設
の
利
用

・
授
産
施
設(

小
規
模
通
所
授
産
施
設
を
除

く)

の
利
用

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

◇
知
的
障
害
者
福
祉
法

・
更
生
施
設
の
利
用

・
授
産
施
設(

小
規
模
通
所
授
産
施
設
を
除

く)

の
利
用

あ
れ
ば
案
内
書
を
送
付
し
ま
す
。

◇
申
し
込
み

　
住
宅
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　前記、③を除く①～⑥のすべてに該当して、次のいず
れかに該当するかた
○平成14年９月18日現在で、満50歳以上のかた
○身体障害者（１級～４級）、戦傷病者、原爆被爆者、生
活保護受給者、５年を経過していない海外引揚者、ハ
ンセン病療養所入所者等のいずれかであるかた

芦屋市�

兵庫県�

利用者�

指定�

⑥支援費支払い（代理受領）の請求�

②支給決定�

⑤利用者負担�
　の支払い�

④サービス�
　の提供�

①支援費の�
　支給申請�

③契約�

⑦支援費支払い（代理受領）�

指定事業
者・施設�
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　 月　日
９月21日
(土)

９月28日
(土)

10月５日
(土)

10月12日
(土)

内　　容
船が世界に広めた
嗜好品お酒の化学
まじめにでたらめ
を考える
僕らは星のかけら

海と船に関わる信
号のはなし

講　　師
海技大学校教授
　　岩井　道夫
海技大学校教授
　　藤栄　嘉隆
海技大学校教授
　　藤谷　達也
海技大学校助教授
　　堀　　晶彦

水道の修理は「芦屋市指定水道工事事業者」へ

 夜間（17：00～9：00）水道修理工事当番表【8月】

問い合わせ　水道部工務課維持担当　138-2083

●平日の昼間は水道部へ
　お尋ねください。
●土曜日・日曜日・祝日
　は市役所(131-2121)
　へお尋ねください。
●夜間の修理は右の業者
　が待機しています。

　
朝
比
奈
隆

が
昨
年
十
二

月
に
亡
く
な

っ
て
半
年
余

り
た
っ
た
が
、

彼
が
貴
志
康

一
と
友
人
だ

っ
た
こ
と
は

あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
。

　
朝
比
奈
は
康
一
よ
り
八
カ
月
ほ
ど
年
長

で
、
康
一
が
昭
和
四
年
九
月
に
名
器
ス
ト

ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ
ウ
ス
を
携
え
て
ス
イ
ス
か

ら
帰
国
し
た
時
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
永
井
靜

子
の
紹
介
で
親
し
く
な
っ
た
。
当
時
、
朝

比
奈
は
京
大
法
学
部
に
在
学
中
で
、
京
大

交
響
楽
団
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
や
ヴ
ィ
オ
ラ

を
弾
い
た
り
、
指
揮
を
メ
ッ
テ
ル
に
学
ん

で
い
る
時
で
あ
っ
た
。
彼
の
目
に
映
っ
た

康
一
は
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
く
派
手
な

洋
服
の
よ
く
似
合
う
、
明
る
く
快
活
な
青

年
で
あ
っ
た
。
彼
は
康
一
と
弦
楽
合
奏
団

を
作
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
康
一
が
新
帰

朝
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
と
し
て
、
大
阪

や
東
京
で
の
デ
ビ
ュ
ー
・
リ
サ
イ
タ
ル
に

忙
し
く
、
翌
年
五
月
に
は
再
び
渡
欧
し
た

の
で
、
合
奏
団
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

　
康
一
は
病
没
す
る
前
年
、
昭
和
十
一
年

春
に
新
響
（
現
在
の
Ｎ
響
）
を
指
揮
し
て
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
第
九
」
を
暗
譜
で

三
度
も
演
奏
し
、
後
に
こ
れ
は
第
九
演
奏

史
上
に
残
る
名
演
だ
と
い
わ
れ
た
。
朝
比

奈
は
こ
の
演
奏
は
聴
か
な
か
っ
た
が
、
当

時
、
音
楽
学
校
の
学
生
だ
っ
た
町
子
夫
人

が
合
唱
団
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
出
演
し
て

い
て
、
結
婚
後
、
康
一
の
指
揮
ぶ
り
を
よ

く
話
し
て
い
た
と
い
う
。

　
朝
比
奈
は
、
日
本
の
指
揮
者
の
中
で
康

一
を
、
山
田
耕
筰
や
近
衛
秀
麿
に
次
い
で

銘
記
す
べ
き
人
だ
と
高
く
評
価
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
よ
く
冗
談
の
よ
う
に
「
も
し
、

貴
志
君
が
若
死
に
し
な
か
っ
た
ら
、
私
は

指
揮
者
に
な
ら
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な

も

い
」
と
洩
ら
す
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
朝
比
奈
の
友
情
の
お
か
げ
で
、
康

一
は
没
後
半
世
紀
近
く
た
っ
て
復
活
の
き
っ

つ
か

か
け
を
掴
む
。
昭
和
五
十
三
年
六
月
、
康

一
の
母
校
甲
南
高
等
学
校
に
新
講
堂
が
で

き
た
時
、
そ
の
竣
工
記
念
に
朝
比
奈
は
康

一
の
作
品
ば
か
り
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
、

ソ
リ
ス
ト
に
辻
久
子
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
、

樋
本
栄
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
を
迎
え
大
フ
ィ
ル

を
指
揮
し
た
。
こ
の
演
奏
会
は
大
評
判
で
、

放
送
も
さ
れ
レ
コ
ー
ド
に
も
な
り
、
康
一

が
再
び
楽
壇
に
迎
え
ら
れ
る
契
機
に
な
っ

た
。
（
敬
称
略
）

朝比奈隆の友情
甲南高等学校元教諭　日下　　一

　
平
成
十
一
年
度
か
ら

事
業
を
進
め
て
い
ま
す

総
合
公
園
は
、
来
年
の

春
に
は
陸
上
競
技
場
を

含
む
公
園
の
北
側
部
分

が
完
成
の
予
定
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
利
用
・

活
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
公
園
に
は
サ
ッ
カ
ー
・

ラ
グ
ビ
ー
の
で
き
る
陸

上
競
技
場
、
野
外
ス
テ

ー
ジ
、
花
と
緑
に
関
す

る
情
報
の
発
信
基
地
と

し
て
緑
の
相
談
所
や
花

壇
等
を
整
備
し
ま
す
が
、

そ
れ
ら
の
運
営
や
施
設

を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト

開
催
等
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
生

か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
仲
間
と
一
緒
に
花
壇
を
作
り
た
い
。
自

分
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
の
成
果
を
発
表
す
る

場
と
し
た
い
。
植
物
に
関
す
る
情
報
を
交

換
し
た
い
。
緑
化
の
知
識
を
実
践
で
試
し

た
い
。
芦
屋
市
の
緑
化
活
動
に
参
加
し
て

み
た
い
。
緑
に
興
味
が
あ
る
け
れ
ど
、
と

り
あ
え
ず
ど
う
し
た
ら
良
い
か
わ
か
ら
な

い
…
。
そ
ん
な
思
い
を
総
合
公
園
で
生
か

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
市
で
は
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
、
公
園

を
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
と
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

活
動
期
間
　
八
月
か
ら
平
成
十
五
年
一
月

ま
で(

六
回
程
度
）

募
集
人
数
　
三
十
人
（
緑
化
委
員
、
緑
の

協
力
員
、
住
民
緑
化
団
体
員
等
を
含
め
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
六
十
人
程
度
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

申
し
込
み
　
は
が
き
か
電
子
メ
ー
ル
で
、

①
住
所
、
②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
③
年

齢
、
④
電
話
番
号
、
⑤
総
合
公
園
で
し
た

い
こ
と
を
簡
単
に
ご
記
入
の
上
、
八
月
十

五
日
（
木
）
ま
で
に
公
園
緑
地
課
へ

　
今
回
の
改
正
で
は
、
就
労
等
に
よ
り
収

入
が
増
え
た
場
合
、
手
当
を
加
え
た
総
収

児
童
扶
養
手
当
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
二
十
歳
未
満

の
中
度
障
害
以
上
の
児
童
を
養
育
す
る
人

に
支
給
さ
れ
ま
す
。
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
。
手
当
の
額
は
、
児
童
一
人
に
つ
き
重

度
障
害
児
は
月
額
五
万
千
五
百
五
十
円
、

中
度
障
害
児
は
月
額
三
万
四
千
三
百
三
十

円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

扶養親族
等の数

　

０人
１人
２人
３人
４人
５人

全部支給
  19万円
  57万円
  95万円
133万円
171万円
209万円

一部支給
192万円
230万円
268万円
306万円
344万円
382万円

本　人 孤児等の養育
者、配偶者、
扶養義務者　
236万円
274万円
312万円
350万円
388万円
426万円

全
部
支
給
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
四

万
二
千
三
百
七
十
円
で
す
が
、
二

万
八
千
三
百
五
十
円
だ
っ
た
一
部

支
給
は
、
所
得
に
応
じ
て
、
四
万

二
千
三
百
六
十
円
か
ら
一
万
円
ま

で
の
十
円
き
ざ
み
の
額
に
な
り
ま

例：母と子ども１人(扶養親族等の数１人)の世帯の場合
問
い
合
わ
せ
　
児
童
課
児
童
福
祉
担
当
　
1
#8
２
０
４
５

平成14年度所得制限限度額

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
か
た
は

「
所
得
状
況
届
」
を
、
八
月
五
日
か
ら
八

月
十
六
日
ま
で
の
間
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
届
を
期
限
内
に
提
出
さ
れ
な
い

と
、
八
月
分
以
降
の
手
当
が
支
給
停
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

芦屋市総合公園　ワークショップの参加者募集
問い合わせ　公園緑地課　138-2065

（〒659-8501 精道町7-6 メールアドレス info@city.ashiya.hyogo.jp）

す
。(

上
記
参
照)

　
扶
養
親
族
等
の
数
が
異
な
る
と
、
こ
れ

ら
の
限
度
額
は
変
わ
り
ま
す
。
手
当
額
も

第
二
子
に
つ
い
て
は
、
月
額
五
千
円
、
第

三
子
以
降
に
つ
い
て
は
、
一
人
に
つ
き
月

額
三
千
円
が
従
来
ど
お
り
加
算
さ
れ
ま
す
。

　　　
前
年
の
就
労
収
入
の
ほ
か
に
、
前
年
に

児
童
の
父
か
ら
受
け
取
っ
た
養
育
費
等
の

八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
所
得
と
し
て
取
り
扱

い
、
手
当
額
の
計
算
を
行
な
い
ま
す
。
養

育
者
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
で
す
。

①
今
ま
で
収
入
か
ら
控
除
し
て
い
た
寡
婦

入
が
な
だ
ら
か
に
増
え
て
い
く
よ
う
に
、

手
当
額
が
き
め
細
か
く
定
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
母
と
子
ど
も
一
人
の
母
子
家

庭
を
例
に
と
る
と
、
支
給
額(

月
額)

は
、

ご
存
知
で
す
か
？
　
特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

問
い
合
わ
せ
　
障
害
福
祉
課
　
1
#8
２
０
４
３

　
母
子
家
庭
等
に
対
し
て
支
給
さ
れ
て
い
る
児
童
扶
養
手
当
制
度
が
今
年
の
八
月
か
ら

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
手
当
額
が
き
め
細
か
く

　
　
　
定
め
ら
れ
ま
し
た

所
得
の
範
囲
が

　
　
変
わ
り
ま
し
た

所
得
額
の
計
算
方
法
が

　
　
変
わ
り
ま
し
た

■
「
現
況
届
」
の
提
出
を

       

お
忘
れ
な
く

　
控
除(

二
十
七
万
円)

・
寡
婦
特
例
控
除

　(

三
十
五
万
円)

は
控
除
し
な
い
こ
と
と

　
な
り
ま
し
た
。

②
母
親
等
手
当
の
請
求
者
が
特
別
障
害
者

　
控
除
を
受
け
て
い
る
場
合
、
収
入
か
ら

　
控
除
で
き
る
額
が
三
十
五
万
円
か
ら
四

　
十
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
か
た
は
「
現

況
届
」
を
、
八
月
五
日
か
ら
八
月
十
六
日

ま
で
の
間
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
届
を
期
限
内
に
提
出
さ
れ
な
い
と
、

八
月
分
以
降
の
手
当
が
支
給
停
止
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

90.4万円未満
90.4万円以上
192万円未満
192万円以上

全部支給42,370円

一部支給28,350円

支給停止

57万円未満
57万円以上
230万円未満
230万円以上

全部支給42,370円
一部支給42,360円～１
万円までの10円きざみ
支給停止

改正前 改正後

中央水道工務所

原田商会

越智商会

(有）大阪商会

西岡設備工業所

前忠工業（株）

(資）神明商会

22-3552

22-0706

22-3708

32-6302

22-6900

31-8548

22-3565

店　名 TEL 当番日

１、13、19、25、31

２、７、20、26

３、８、14、27

４、９、15、21

５、10、16、22、28

６、11、17、23、29

12、18、24、30

時　間　午後１時30分～３時
会　場　海技大学校　講義室
定　員　80人(応募者多数の場合抽選)
費　用　1,000円(教材費全４回分)
　　　　＊支払いは初回にお願いします
申し込み　往復はがきに、郵便番号、住所、氏
　　　　　名、電話番号、「公開講座受講希望」
　　　　　とご記入の上、８月31日(土)までに
　　　　　海技大学校総務課「公開講座」係へ
　　　　　送付。返信用にも、郵便番号、住所、
　　　　　氏名をお忘れなく。

海技大学校　公開講座　　自然科学のおもしろさ～海・船・地球～

　海、船、地球、環境および関連科学など幅広い
分野からテーマを選びわかりやすく講義します。

問い合わせ　海技大学校　138-6202(〒659-0026 西蔵町12-24)

ア�ン�タ�ン�テ�
改正前�

収入額�
収入額� →増加�
年間手当額�

総 

収 

入�

改正後�

収入額�
収入額� →増加�
年間手当額�

総 

収 

入�
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■「関西の温泉文化論」講座　
日　時　９月９日～２月17日(全５回､月曜日)
　　　　午後１時～２時30分
定　員　100人(託児なし)　会　場　401室　受講料　1,000円
内　容　温泉と生活文化／田辺眞人氏(園田学園女子大学教授)、
　　　　旅と温泉と食と／三浦行義氏(元ＮＨＫアナウンサー)、
　　　　お薦めの関西の温泉と宿／松井 守氏(読売テレビ・プロ
　　　　デューサー)ほか

■健康山歩き講座－紅葉と歴史を訪ねて〈中級者向け〉
日　時　９月４日～11月27日(全13回、水曜日)
　　　　午前８時50分～午後４時中心
定　員　32人　受講料　2,000円(交通費別) 　材料費　500円
内　容　毎週水曜日に、「紅葉の京都・清滝」、「箕面の滝」、
　　　  「有馬の端宝寺公園」など、毎回10km程度歩きます。
　　　　※山歩きができる靴と服装で。

■初心者向け「パソコン講座」
日　時　８月30日～９月20日(全4回､金曜日)
　　　　午後１時15分～３時15分
定　員　18人　受講料　1,000円　材料費　500円　会　場　217室
内　容　基本操作・文字入力・インターネット・名刺作りなど
対　象　簡単な宿題も出るので、家にパソコンのある初心者

夏の公民館講座

問い合わせ　公民館　135-0700
　　　　　　　　　(〒659-0068　業平町8-24)

講　師　岸田知子氏(高野山大学教授)
日　時　９月２日、10月７日、11月11日、12月２日
　　　　(全４回、月曜日)　午後１時30分～３時
会　場　市民センター218室
定　員　50人程度
受講料　3,000円(全４回分)

講　師　中右　瑛氏(国際浮世絵学会常任理事)
日　時　９月13日、10月11日、11月８日、12月13日
　　　　(全４回、金曜日)　午後１時30分～３時
会　場　市民センター218室
定　員　50人程度
受講料　3,000円(全４回分)

講　師　網干善教氏(関西大学名誉教授)
日　時　９月20日、10月18日、11月15日、12月20日
　　　　(全４回、金曜日)　午後１時30分～３時
会　場　市民センター218室
定　員　50人程度
受講料　3,000円(全４回分)

　　　　　　　　　◇◇◇◇◇
申し込み　８月２日(金)から受け付け＜先着順＞。　　
　　　　　火曜日(休館日)を除く、午前９時から
　　　　　午後５時までに文化振興財団事務所へ。
　　　　　　　　　　　　(市民センター本館２階)

　【第１回】９月11日(水)　午後１時30分～３時　『惜しみなく愛は奪う』など　＜有島武郎の人生、思想＞
　【第２回】10月９日(水)　午後１時30分～３時　『かんかん虫』､『カインの末裔』 ＜労働者への眼差し＞
　【第３回】11月13日(水)　午後１時30分～３時　『石にひしがれた雑草』 ＜悪魔の眼＞
　【第４回】12月11日(水)　午後１時30分～３時　『或る女』 ＜フェミニズムへの掛け橋＞　　
　　　◆会　場　谷崎潤一郎記念館・講義室　　　　　◆講　師　大久保健治氏（同志社女子大学非常勤講師）
　　　◆対　象　おおむね60歳以上のかた　　　　　　◆定　員　30人(応募者多数の場合は抽選)
　　　◆受講料　3,200円(４回分の受講料・資料代を含みます。受講初日に、会場受付でお支払いください)
　　　◆申し込み　往復はがきに、住所・氏名・年齢・電話番号を明記の上、８月９日(金)＜必着＞で下記へ。

　　　　問い合わせ　谷崎潤一郎記念館・文学講座係　123-5852（〒659-0052　伊勢町12-15）

■申し込み…往復はがきに(複数の講座も1枚のはがきで可)、

①講座名 ②住所 ③氏名 ④電話番号 ⑤年齢 ⑥性別を記入。

８月12日の消印有効。応募者多数の場合抽選(市内在住優先)。

定員に満たない場合は、引き続き先着順で受け付けます。

　※受講料は、講座の初回に各講義室でお支払いください。

　※受講料は全回通しの金額。受講料の返金はできません。

～有　島　武　郎　を　読　む～

エイジレスライフセミナー
＜後期＞　受講者募集

美術品が語る中国史２

大正ロマン昭和モダン・懐かしの抒情画家たち

仏の伝わった道

第４回阪神芸術祭オープニング  ♪ コーラスは　ゆ・か・い♪

日　時　９月１日(日)午後１時30分開演　　　　会　場　ルナ・ホール　　　　入場料　無料(要入場整理券)
内　容　第１部　講演｢コーラスは  ゆ・か・い｣　　　講師　青島広志氏(作曲家)　
　　　　第２部　響け！ア・カ・ペ・ラ
　　　　出演／合唱団ボイスフィールド、芦屋少年少女合唱団、ヘヴン・キッシング、ザ・タロー・シンガーズ

入場整理券配布場所　市役所受付、国際文化課(ラ・モール芦屋２階)、文化振興財団(市民センター本館２階)
　　　　　　　　　　※枚数に限りがあります。

問い合わせ　国際文化課　138-2008　　文化振興財団　131-4962

緑濃い六甲の山、
青く澄みきった空、
清らかな川の流れ、
夕日に映える瀬戸の海、
この美しい自然は、
わたしたちの宝であり、
未来の子供たちに残すことは、
わたしたちの願いです。
けれども、この願いに背をむけるかのように
核兵器は増え続け、
世界を破滅の淵においやろうとしています。
核兵器の廃絶は、今や、全人類の死活にかかわる
最も緊急の課題であり、
最大の願いにほかなりません。
戦後いくたびか、
平和を願う人類の理性と決意は、
核兵器の使用と核戦争を防いできました。
わたしたちは、この理性と決意を信頼し、
かけがえのない生命の星、青く輝く地球を
笑顔にあふれる子供たちに残すため、
いまふたたび、心をひとつにして
核兵器を廃絶するよう、全世界によびかけます。
そして、国是である非核三原則の厳守を
強く希望するとともに、
わたしたちの街・芦屋をいかなる形であろうとも
核兵器に関連して使わせないことを自ら決意し、
ここに非核平和都市であることを宣言します。

「平和の催し」のご案内
　戦争の悲惨さを伝え、平和の大切さを考えるために平和
施策の一環として実施します。ぜひ、ご参加ください。

◆「市民と考える平和展」
　８月１日～８月15日　市民センター常設展示場
　展示内容…漫画で描いた「終戦前後の生活状況等」、
　　　　　　芦屋の子どもたちが描いた平和ポスターほか

  ◇◇◇
　＊小学生の描いた平和ポスターの展示は、下記の日程で
　　作品を入れ換えて展示します。
　①７月27日～８月５日　精道小学校、宮川小学校、
　　　　　　　　　　　　山手小学校、岩園小学校
　②８月７日～８月15日　朝日ヶ丘小学校、潮見小学校、
　　　　　　　　　　　　浜風小学校

問い合わせ　企画課　138-2009

◆文化講演会「日本の平和と国際化」
　８月１日(木)午前10時～11時30分　市民センター401室
　　　　　問い合わせ　人権推進担当　138-2055

◆アニメーション映画「えっちゃんのせんそう」上映会
　８月２日(金)　①午前10時30分～②午後1時30分
　市民センター音楽室　各回150人(先着順)
 　　　　　問い合わせ　人権推進担当　138-2055

◆夏休み子ども映画会「チロヌップのきつね」　
　８月８日(木)　①午前10時15分～②午後２時～
　上宮川文化センター３階ホール　各回150人　
　　　問い合わせ　上宮川文化センター　122-9229

　
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
、
芦
屋
の
市
民

と
世
界
遺
産
を
通
じ
て
交
流
で
き
る
こ

と
を
講
演
者
達
は
非
常
に
大
き
な
喜
び

と
し
て
、
自
分
た
ち
の
時
間
を
割
い
て

準
備
を
行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を
提

供
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
国
の
文
化

の
一
部
で
あ
る
民
族
衣
装
や
民
族
ダ
ン

ス
も
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。
世
界
遺

産
が
異
な
っ
た
文
化
や
言
語
を
理
解
す

る
橋
渡
し
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
よ

り
、
相
互
理
解
の
一
歩
を
踏
み
出
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
世
界
遺
産
を
通
じ
て
、
異
文
化
交
流

並
び
に
相
互
理
解
を
深
め
、
心
を
結
ぶ

こ
と
は
可
能
で
す
。
「
国
連
文
化
遺
産
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世
界
各
地
で
は
悲
し
い
こ
と
に
、
内
乱
や
宗
教
的
対
立
か
ら
人
類
の
貴
重
な
遺
産
で
あ
る
文
化
遺
産
が
破

ひ
ん

壊
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
連
は
、
世
界
各
地
で
消
滅
や
崩
壊
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
文
化
的
な
遺
跡
や
建
造
物

を
守
り
、
世
界
中
の
人
々
に
文
化
遺
産
を
守
る
た
め
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
今
年
を
「
国
連
文

化
遺
産
年
」
と
定
め
ま
し
た
。
文
化
遺
産
に
は
、
異
な
る
民
族
・
異
な
る
宗
教
・
異
な
る
文
化
を
も
理
解
さ

せ
る
力
が
あ
り
ま
す
。
世
界
の
す
ば
ら
し
い
文
化
遺
産
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
国
を
理
解
し
、
世
界
が
対
話

し
、
和
解
そ
し
て
融
和
へ
と
進
め
る
努
力
を
す
る
「
国
連
文
化
遺
産
年
」
と
し
た
い
も
の
で
す
。

　
今
年
は
、
一
九
七
二
年
の
第
十
七
回

ユ
ネ
ス
コ
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
世
界

の
文
化
資
産
お
よ
び
自
然
遺
産
の
保
護

に
関
す
る
条
約
」
の
三
十
周
年
の
記
念

す
べ
き
年
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
条
約

は
、
世
界
中
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
化

遺
産
や
自
然
遺
産
を
特
定
の
国
や
民
族

の
も
の
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
人
類
全

て
の
か
け
が
え
の
な
い
財
産
と
し
て
保

護
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
か
ら
生

ま
れ
ま
し
た
。
条
約
締
結
国
は
一
七
〇

カ
国(

国
連
加
盟
国
一
八
九
カ
国)

に
及

ん
で
い
て
、
日
本
は
一
九
九
二
年
に
批

准
し
て
い
ま
す
。
こ
の
条
約
に
基
づ
く

「
世
界
遺
産
リ
ス
ト
」
に
登
録
さ
れ
た

も
の
が
世
界
遺
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
二
年
一
月
現
在
、
世
界
遺
産
と

し
て
、
七
二
一
件(

文
化
遺
産
五
五
四
件
、

自
然
遺
産
一
四
四
件
、
複
合
遺
産
二
三

件)

が
登
録
さ
れ
て
い
て
、
わ
が
国
で
は

姫
路
城
を
始
め
と
し
て
十
一
件
が
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
芦
屋
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
は
、
国
際
交

流
と
相
互
理
解
を
目
的
に
、
芦
屋
国
際

交
流
協
会(

Ａ
Ｃ
Ａ)

と
共
催
で
世
界
遺

産
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
単
に
そ
の
国
の
文
化

遺
産
や
自
然
遺
産
を
紹
介
す
る
だ
け
で

な
く
、
そ
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
そ
の

国
の
風
土
や
生
活
様
式
を
理
解
す
る
こ

と
も
そ
の
国
の
文
化
を
知
る
上
で
非
常
に

大
切
な
こ
と
と
考
え
、
併
せ
て
セ
ミ
ナ
ー

の
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。
特
に
、
文
化
遺

産
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
そ
の
文
化
を
担

っ
て
い
る
者
で
な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
多
い
の
で
、
そ
の
国
の
人
に
講
演
を
行

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
都
合
の
良
い
こ
と

に
海
技
大
学
校
は
世
界
中
か
ら
研
修
生
を

受
け
入
れ
て
い
ま
す
の
で
、
彼
ら
に
自
国

の
世
界
遺
産
と
生
活
様
式
等
に
つ
い
て
、

そ
の
国
の
公
用
語
で
講
演
し
て
も
ら
う
こ

と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
英
語
、
フ

ラ
ン
ス
語
そ
し
て
ス
ペ
イ
ン
語
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
通
訳
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
次
の
よ
う
な
テ
ー
マ
で
九
回
の

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
世
界
遺
産
を
通
じ

て
私
た
ち
日
本
人
が
知
ら
な
い
文
化
や
文

明
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
相
互
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

①
バ
ロ
ッ
ク
式
協
会
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
生

活
様
式

②
ア
ル
ダ
ブ
ラ
環
礁
と
セ
イ
シ
ェ
ル
の
生

活
様
式

③
マ
ラ
ウ
イ
湖
国
立
公
園
と
マ
ラ
ウ
イ
生

活
様
式

④
パ
ナ
マ
の
世
界
遺
産
と
生
活
様
式

⑤
メ
キ
シ
コ
の
世
界
遺
産
と
生
活
様
式

⑥
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
す
ば
ら
し
い
遺
産
と

生
活
様
式

⑦
モ
ロ
ッ
コ
の
世
界
遺
産
と
生
活
様
式

⑧
古
代
都
市
シ
ギ
リ
ア
、
聖
地
キ
ャ
ン
デ

ィ
と
ス
リ
・
ラ
ン
カ
の
生
活
様
式

⑨
ケ
ニ
ア
山
国
立
公
園
と
ケ
ニ
ア
の
生
活

様
式

　
こ
れ
ら
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
あ
ま
り
な
じ

み
の
無
い
国
も
あ
り
ま
し
た
が
、
美
し
い

自
然
遺
産
と
貴
重
な
文
化
遺
産
に
触
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
遠
い
国
か
ら
近
い
国
に
な

り
、
共
通
の
話
題
で
話
が
弾
み
ま
し
た
。

　
自
然
遺
産
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
各

国
と
も
そ
の
保
護
に
頭
を
痛
め
て
い
ま

す
。
生
活
の
た
め
に
そ
れ
ら
を
破
壊
し

た
過
去
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
最
近

で
は
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
観
光
資
源
と
し
て

の
大
切
さ
に
気
づ
き
、
そ
の
保
護
に
力

を
入
れ
て
い
る
国
も
あ
り
ま
す
。

　
文
化
遺
産
に
つ
い
て
は
、
各
国
の
風

土
や
宗
教
の
違
い
が
文
化
の
違
い
を
生

み
出
し
て
い
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
風
土

が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
共
通
の
文
化
を

生
み
出
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
イ
ス
ラ
ム

教
を
国
教
と
し
て
い
る
モ
ロ
ッ
コ
や
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
文
化
遺
産
に
そ
の
影

響
が
強
く
現
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
フ

※ユネスコとは

　国際連合教育科学文化機関 (United Nations
Educational, Scientific and Cultural Organization)
で、「諸国民の教育、科学、文化の協力と交流
を通じた国際平和と人類の福祉の促進を目的と
した国際連合の専門機関」です。
 芦屋ユネスコ協会は、日本ユネスコ協会連盟の
構成団体で、目的達成のための諸活動をする民
間団体です。

年
」
は
文
化
遺
産
に
込
め
ら
れ
て
い
る

願
い
を
芦
屋
か
ら
、
そ
し
て
日
本
中
、

さ
ら
に
世
界
中
に
広
め
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
世
界

遺
産
を
守
り
続
け
る
た
め
に
も
、
平
和

な
時
代
が
恒
久
的
に
続
く
こ
と
を
祈
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

ィ
リ
ピ
ン
で
は
山
地
の
棚
田
群
が
日
本

と
同
じ
よ
う
に
美
し
く
維
持
さ
れ
、
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
活

様
式
や
言
葉
が
違
っ
て
い
て
も
、
私
た

ち
と
同
じ
米
で
結
ば
れ
た
文
化
を
共
有

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
メ
キ
シ
コ
で
は
ス
ペ
イ
ン
統

治
時
代
の
教
会
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
下
に
イ
ン

カ
文
明
の
す
ば
ら
し
い
遺
産
が
眠
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
世
界
遺
産
に
も
歴
史

の
流
れ
が
感
じ
ら
れ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
も
ス
ペ
イ
ン
の
文
化
を

受
け
入
れ
て
い
た
時
代
の
建
物
が
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ケ
ニ
ア
で
は
、
マ
サ
イ
族
の
文
化
が

話
題
に
な
り
ま
し
た
。
講
演
者
も
ケ
ニ

ア
の
あ
る
部
族
に
属
し
て
い
る
の
で
す

が
、
「
わ
れ
わ
れ
は
自
分
た
ち
の
文
化

を
捨
て
た
が
、
彼
ら
マ
サ
イ
族
は
今
で

も
自
分
た
ち
の
文
化
を
守
っ
て
い
る
」

と
言
っ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

文
明
化
し
な
が
ら
そ
の
国
の
文
化
を
維

持
し
て
い
く
困
難
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
日
本
の
世
界
遺
産

　
「
姫
路
城
」

   

　       

ほ
か
10
件

セ
ミ
ナ
ー
で

　
異
文
化
理
解

対話・和解　そして融和への願い

国連文化遺産年
問い合わせ　生涯学習課　138-2091
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問い合わせ　文化振興財団　131-4962 非 核 平 和 都 市 宣 言

　　　芦屋市議会(昭和60年10月15日決議)

世
界
遺
産
を
通
し

世
界
の
人
た
ち
と

　
　
　
心
を
結
ぶ

いけにし けんじ

池西　憲治氏

　国際連合(国連)は、
昨年11月21日、2002
年を「国連文化遺産
年」と定めました。
　国際年とされたこ
との意義や活動につ
いて、芦屋ユネスコ
協会の池西理事にお
話を伺いました。

芦屋ユネスコ協会理事

海技大学校教授

姫路城

シニアのための文学講座

こちら消費生活センターです
経済課内　138-2034

　
米
の
消
費
量
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
で
、

洗
わ
ず
炊
け
る「
無
洗
米
」が
そ
の
手

軽
さ
等
か
ら
注
目
さ
れ
、
生
産
量
が
伸

び
て
い
ま
す
。
「
と
ぎ
汁
が
出
な
く
て
環

境
に
や
さ
し
い
」
、「
水
道
代
が
節
約
で

き
る
」
な
ど
と
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

消
費
者
の
無
洗
米
に
対
す
る
不
安
や
情
報

を
求
め
る
声
に
答
え
て
、
国
民
生
活
セ
ン

タ
ー
が
無
洗
米
の
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。
テ
ス
ト
の
結
果
は
…

【
品
質
】
細
菌
や
異
物
混
入
な
ど
安
全

衛
生
面
で
は
問
題
な
い
が
、
ぬ
か
が
取
り

除
か
れ
て
い
る
分
外
界
か
ら
の
影
響
を
受

け
や
す
く
新
鮮
度
は
低
下
し
や
す
い
傾
向
が
あ
っ
た
。

【
お
い
し
さ
】
モ
ニ
タ
ー
の
食
味
テ
ス
ト
で
は
無
洗
米

と
精
白
米
の
お
い
し
さ
に
、
差
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

【
経
済
性
】
無
洗
米
は
洗
わ
な
く
て
も
い
い
の
で
水

道
料
金
は
か
か
ら
な
い
が
、
米
の
単
価
が
精
白
米
よ
り

高
い
の
で
総
費
用
は
高
く
な
る
。
　

【
環
境
性
】
家
庭
で
の
と
ぎ
汁
に
よ
る
環
境
負
荷
は
な

い
も
の
の
、
製
造
工
程
で
ぬ
か
を
除
く
際
や
、
除
い
た

ぬ
か
の
処
理
に
も
電
気
、
灯
油
な
ど
を
使
用
し
、
環
境

に
負
荷
を
与
え
な
い
商
品
と
は
い
え
な
い
。

　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
無
洗
米
は
水
道
代
を

差
し
引
い
て
も
総
費
用
は
高
い
こ
と
、
ま
た
製
造
工

程
で
は
環
境
負
荷
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
消
費
者
の
皆

さ
ん
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
同
セ
ン
タ
ー
は
、
業
界
に
対
し
、
統
一
し
た

品
質
基
準
を
作
り
普
及
す
る
こ
と
、
表
示
に
つ
い
て
消

費
者
の
信
頼
を
維
持
す
る
こ
と
、
環
境
負
荷
に
つ
い
て

必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。

　道路に置いたり、はみ出している広告看
板類や商品等の不法占用物件は、通行の妨
げになるだけでなく、非常に危険な場合が
あります。
　道路はみんなのものです。子どもや高齢
者、障害のあるかた、車いすを利用する人
も安心して通れるよう、安全で快適な道路
環境を守りましょう。また、建築工事等で
道路を使用する場合は、占用許可が必要と
なりますので、必ず申請してください。ご
協力をお願いします。

　この度、芦屋市が平成13年度交通安全功労者交通対策本部長表彰
を受賞しました。この賞は、地域社会における交通安全思想の普及
または交通安全の確保に、特に顕著な功績があった団体などに贈ら
れるものです。
　市が受賞しましたのは、春・秋の全国交通安全運動をはじめとし
た交通事故防止に向けた啓発活動を行ってきたこと、幼稚園や小学
校を対象にした交通安全教室の開催により、児童に対する安全教育
の充実を図ってきたこと、また、こうした取り組みにより、市民の
みなさんの交通安全意識が高まり、さらに市内において重大な事故
発生件数が減少していることなどが評価されたものです。
　今後も市民の皆さんと共に取り組みを進め、交通事故の無いまち
を目指してまいります。

問い合わせ　道路課　138-2062

8月は「道路ふれあい月間」

　道路は正しく使いましょう

問い合わせ　道路課　138-2062

芦屋市が“交通安全功労者表彰”を受賞

今
注
目
の｢

無
洗
米｣

を
テ
ス
ト

① 6:00

② 8:30

③11:00

④13:30

⑤16:00

⑥18:30

⑦21:00

みてみて９(番組ガイド)
あしやＮＯＷ(＊)
とびだせスタジオ　あしやリポート(＊)

長寿の食卓
芦屋の人(＊)
　

芦屋市民企画番組(＊)
ＩＴくんＱ＆Ａ
撮りっきり芦屋(＊)
文字放送
西宮ライブラリー

ニッポンみたまま(30分番組)

9ch
広�
報�

番�
組�
ガ�
イ�
ド�

レ�
ビ�
テ�

8／１(６:00～) ～8／14 (～23:30)

１
時
間
目

２
時
間
目

開始時刻

■放送時間　午前６：00～午後11：30(上記の順に午前６時から２時間30分サイクルで７回繰り返し
　放送します)　　　　　　　　　　　　　　■(＊)印の番組はビデオの貸出可
■広報チャンネルに関する問い合わせ　広報課　138-2006　■ケーブルテレビ全般に関する問い
　合わせ　㈱ケーブルネット神戸芦屋(Ｊ－ＣＯＭ Broad band 神戸・芦屋) 70120-13-8160

フォーカス芦屋「今　そこにある財政危機」

「夏を彩る　新あしや音頭」
メンバー募集・イベント情報・おやじの背中
「副島さやかさん(マトリョーシカ作家)」
「ゴッホのひまわりがまいた種」
「メールの基本とマナー」
「三八通り七夕祭り」「ベッシュライブ“来嶋健治”」
「救急当番医」「芦屋市の相談窓口」
ふるさと昔話「木元の火伏せ地蔵」
　　　　「大人が変われば子どもも変わる－少年非行防止－」

00
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40
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00
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“差別をなくそう県民運動”推進強調月間協賛事業�
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内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

在宅ねたきり予防
訪問指導

在宅で40歳以上の療養者
（無料）

在宅ねたきり者
歯科訪問指導

市民健診
（肺がん検診40歳以上）

貧血検査

在宅で60歳以上の寝たき
り、準ずるかた（無料）

16歳以上→胸部X線・血
圧・検尿（無料）40歳以上
→前記の他 心電図・血液
検査（400円）・歯科検診
妊婦→血液検査（予約制）

16歳以上（130円）

35歳以上（成人病予防11
項目5500円）

20歳以上（1000円）
超音波法

成人を対象に医師による
相談（無料）

35歳以上（1000円）

30歳以上。子宮がん（1000
円）乳がん（400円）

40歳以上（800円）、採便
容器を渡し、とり方の説明

健康チェック
（予約制）

骨粗しょう症健診
（予約制）

栄養相談（予約制）

健康相談（予約制）

胃がん検診（予約制）

子宮（頚部）がん検診
乳がん検診

大腸がん検診

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

ツベルクリン反応検査
ツ反判定・BCG接種

妊娠お産の相談室
（予約制）

新生児訪問指導

育児相談

なかよし育児教室
（予約制）

4カ月児健康診査

1歳児健康診査

1歳6カ月児健康診査

3歳児健康診査

アレルギー相談
（予約制）

アレルギー健診
（予約制）

歯周病予防教室

助産師による相談（無料）

出生連絡票返送者

主に乳児、母子健康手帳持参
身体計測子育て相談（無料）

6～7カ月児
母子健康手帳持参（無料）

H14.4.1～15生まれ
H14.4.16～30生まれ
（無料）

H13.8月生まれ（無料）

H13.2.1～15生まれ
H13.2.16～28生まれ
（無料）

H11.4月生まれ（無料）

アトピー性皮膚炎、喘息
等の相談

歯の無料相談等
歯科医師会館

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

親と子の心の健康相談
（予約制）

子育ての悩み
ことばの遅れ、しつけ
相談（児童精神科専門医）

療育相談（予約制）
子どもの発達について、
専門医による相談

検便（赤痢、O-157等）
水質検査

有料。特殊項目水質検査な
どは第1・3月曜日

一般健康相談
事業所検診
（電話予約制）

有料。入学・就職時等の診
断書作成、診察、尿、血液検
査、胸部X線、心電図、エ
イズ検査、Ｂ型・Ｃ型肝炎
ウィルス検査

保健センター 　131-1586　阪神芦屋駅から北へ200m 市民健診、各種がん検診は70歳以上無料（要認印）

芦屋健康福祉事務所（芦屋保健所） 132-0707　国道2号線業平橋東へ150m

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

こころの相談（予約制）

老人の痴呆
うつ、ノイローゼ、不眠、
アルコール等相談
(精神科専門医）

アルコール依存症
家族会

アルコール問題に悩んで
いる家族（要事前連絡）

あじさいの会（痴呆性
老人家族会）

介護者のつどい
託老希望の方は要事前連絡

専門栄養相談
（予約制）
（栄養表示基準につい
　ても含む）

対象：中等度以上の肥満、
高血圧、高脂血症等3種類
以上の危険因子を有する
方、食物アレルギーにより
除去食を余儀なくされてい
る方等

20日
13：30～14：30

8日
13：30～14：30

毎週月・火・水曜日
9：00～12：00

2日
13：00～14：00

7日・20日
13：30～14：30

9日
10：00～12：00

19日
13：30～15：30

6日・13日
10：00～12：00

19日
13：30～15：30

随時

29日
9：30～10：30

26日
9：45～11：30

7・27日
13：15～14：00
場所　芦屋健康福祉事務所

委託医療機関で実施

8・22日13：15～14：00
場所　保健センター

1日13：15～14：00
場所　芦屋健康福祉事務所

5日9：30～10：30

30日13：00～14：00

21日13：00～14：30

随時、
保健センターに
お申込みください

2日
9：30～10：30

10月分予約受付中
9：15～

8月分予約受付中
9：30～10：00

20日
9：30～11：00

6・27日
13：00～15：00

1・8・22・9/5日
9：15～10：30

随時（医療機関で診療
時間の午前中）

受付随時　提出日：6・13・
20・27・9/3日　午前中

小児から高齢者まで
生活習慣病他（無料）

　血液検査前（4時間絶飲絶食）

9/2日・9/4日
13：30～14：30

項　目
試験日

天　　　　　　候
気　　　温 （℃）
検　水　名
水　　　温 （℃）
Ｐ　　　Ｈ
Ｓ　　　Ｓ（mg/R）
Ｂ　Ｏ　Ｄ（mg/R）
大腸菌群数（個/p）

備　　　　　　考

「下水」の水質検査結果 下水処理場132-1291

用語の説明【ＰＨ】水素イオン濃度。酸性度を示し７が中性。７より大きいほ
どアルカリ性が、小さいほど酸性が強い【ＳＳ】不溶性の固形物。水質汚染の
原因になる【ＢＯＤ】生物化学的酸素要求量。数値が高いほど有機物が多い。

平成14年6月19日（水）
活性汚泥
法処理に
よる基準

5.8～8.6
70以下
20以下
3,000以下

前　日　晴　れ
前々日　曇　り

前　日　晴れ／曇り
前々日　雨／曇り

晴　れ
24.2

晴　れ
27.4

流入水
　25.4
　　7.1
　 102
　 142
109,000

処理水
　25.8　
　　7.3　
　4　
　10.2　

　21　

流入水
　24.8
　　7.2
　   47
　   84
42,000

処理水
　25.2　
　　6.7　
　2　
　　2.0　
　1　

平成14年7月3日（水）

小児を対象に医師による
健診

3カ月～4歳未満児（母子健康手
帳・申込書・体温計持参、無料）

●健康大学講座受講生募集
日　時　９月５日～11月28日 全13回
　　　　いずれも午後２時～４時
会　場　芦屋市医師会医療センター
内　容　９月５日(木)①入学式
　　　　　　　　　　②上手に医師にかかるには
　　　　９月12日(木)①骨粗しょう症について
　　　　　　　　　　②中高年の心の病気　
　　　　９月19日(木)①高齢者によく見られる泌尿器科
　　　　　　　　　　疾患について
　　　　　　　　　　②婦人病について　～早期発見の
　　　　　　　　　　ポイント～
　　　　９月26日(木)①介護保険制度について
　　　　　　　　　　②生活習慣病改善と健康づくり
　　　　10月３日(木)《一般公開講座》
　　　　　　　　　　「加齢と生活習慣病」
　　　　10月10日(木)①胃がん・胃ポリープに対する内
　　　　　　　　　　視鏡手術、腹腔鏡手術について
　　　　　　　　　　②アトピー性皮膚炎とステロイド
　　　　　　　　　　恐怖症　　　　　　　　　　
　　　　10月17日(木)①生活習慣病とその対策
　　　　　　　　　　②Ｃ型肝炎について
　　　　10月24日(木)①症状からみたみみ・はな・のど
　　　　　　　　　　②生活習慣病と眼
　　　　10月31日(木)《一般公開講座》
　　　　　　　　　　「家庭における救急処置について」
　　　　11月７日(木)①医療制度②薬の正しい飲み方
　　　　11月14日(木)①心と体の健康づくり
　　　　　　　　　　②健康づくりと食生活について
　　　　11月21日(木)①歯科からみた全身へのアプローチ
　　　　11月28日(木)①卒業式、修了証書授与
定　員　先着60人(予約制)　　受講料　2,000円
申し込み　８月23日(金)までに、保健センターまたは芦
　　　　　屋市医師会(132-2000)へ
問い合わせ　保健センター

●栄養指導講習会－高脂血症予防教室－
①８月28日(水)午後１時30分～４時
　「高脂血症新ガイドラインは？」
　　　　　　　　芦屋病院内科　金井秀行主任医長
　「高脂血症を予防する食事について」
　　　　　　　　　　　保健センター　管理栄養士
②８月29日(木)午後１時30分～４時
　「継続こそ力なり・動機は不純な方がよい！」
　　　文化振興財団　松永悟朗トレーニング指導士
③８月30日(金)午前10時～午後０時30分
　「高脂血症を予防する血液サラサラのヘルシーメニュー」
　調理実習(材料費600円、エプロン・ふきん・三角巾持参)
会　場　①保健センター②体育館・青少年センター
　　　　③市民センター　　定　員　30人(予約制)
問い合わせ　保健センター

●プレおや教室(母親学級)後期クラス
①９月４日(水)午後１時30分～３時30分
　内容…「お産のはじまりとすすみ方」
　　　　「痛みをのがす呼吸法(運動できる服装)」
②９月18日(水)午後１時30分～３時30分
　内容…「赤ちゃんとの生活をイメージしよう」
場　所　保健センター　　　定　員　25人(予約制)
持ち物　母子健康手帳、テキスト(運動のできる服装)
費　用　前期未受講のかたのみテキスト代200円
問い合わせ　保健センター

●プレおや教室(母親学級)～沐浴クラス～
日　時　８月24日(土)午前９時30分～11時30分
内　容　「赤ちゃんのお風呂の入れ方」
　　　　「父親としてできることを考えよう」
場　所　保健センター　　　定　員　20組(予約制)
持ち物　母子健康手帳、テキスト
費　用　前期未受講のかたのみテキスト代200円
問い合わせ　保健センター

●内科・小児科　９：００～１７：００
　　　　休日応急診療所 1２１－２７８２
(芦屋市医師会医療センター内、公光町5-13 １階）

●歯科　９：００～１２：００
　　　　芦屋市歯科医師会 1２３－６４７１
８/４　花岡歯科医院 1３８－５５３３
８/11　広瀬歯科クリニック 1２３－６４２０
８/18　藤田歯科診療所 1２５－０６４６
８/25　藤本歯科医院 1３１－４１９３
９/１　マキハタ歯科医院 1２２－３２３３

●夜間在宅輪番
＊金曜日20時～23時は下記のとおり。(　)内は診療科目
８/２　柿沼医院(婦、内) 1３１－１２３４
８/９　上田内科(内) 1３４－１８７８
８/16　岡内科小児科医院(内、小) 1２３－０４０１
８/23　筋師医院(内、小) 1２３－０６２７
８/30　松葉医院(内) 1２２－１６４１
９/６　芦屋セントマリア病院(外、内、整)1２３－１７７１
＊金曜日23時～翌日７時、金曜日以外の20時～翌日７
　時は南芦屋浜病院(1２２－４０４０)

●耳鼻咽喉科・眼科の急病診療
　診療日…日曜・祝日、９時～16時
　場所…尼崎医療センター
　　　　（尼崎市水堂町3-15-20　106-6436-8701）

■日曜・祝日救急当番医

不燃ごみ 収集カレンダー

問い合わせ
(粗大ごみの申し込み)　　　 受　付　122-2166
(ごみの持ち込み)　　　 環境施設課　132-5391
(ごみ収集全般)　　 環境サービス課　122-2155

※町ごとに決められた曜日(月曜～金曜)に出してください。

第１週　その他ごみ
第２週　カン
第３週　ビン・
第４週　カン
第５週　その他ごみ

８月

日　月　火　水　木　金　土
　　　　　　　　１　２　３
４　５　６　７　８　９　10
11　12　13　14　15　16　17
18　19　20　21　22　23　24
25　26　27　28　29　30　31

第１週　その他ごみ
第２週　カン
第３週　ビン・
第４週　カン
第５週　その他ごみ

９月

日　月　火　水　木　金　土
１　２　３　４　５　６　７
８　９　10　11　12　13　14
15　16　17　18　19　20　21
22　23　24　25　26　27　28
29　30

ペット
ボトル

印は非回収日

印は非回収日

ペット
ボトル
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◆芦屋病院職員（看護師・助産師）募集
�昭和48年４月２日以降生まれで看護
師免許取得者および昭和41年４月２日以
降生まれで助産師免許取得者　�土・日
を除く８月５日から20日に下記へ。試験
日は８月26日(月)＜10月１日採用予定＞
�芦屋病院総務課管理担当(131-2156）

◆コミュニティ課からのお知らせ
�＆�コミュニティ課(138-2007)
【毎月第２火曜日は公正証書相談の日】
�８月13日(火)13時～16時　�遺言書、
金銭貸借・土地建物賃貸借契約書等
【毎月第３水曜日は行政相談の日】
�８月21日(水)13時～16時　�行政への
意見・要望等

◆女性センターからのお知らせ
�＆�女性センター(138-2023)
【女性センターミニ展示　こども・きせ
つ・たび～山西多加　個展2002～】

�８月１日～29日(土・日除く)９時～17時
【作品発表をしませんか】
　女性の文化活動と社会参加を支援する
ため無料で展示スペースを提供します。
�絵画・写真・書等、壁面に展示できる
作品で１人展。期間は１カ月(搬入・搬
出を含む)　�女性　�女性センターへ
【女性センター相談(要予約)】
�①女性の悩み相談…夫婦・家族関係、
心の悩み等②ＤＶ(暴力)に関する相談…
夫や親しい男性からの暴力(ＤＶ)等　�
①毎週月曜日、13時～16時②毎月第１水
曜日、13時～16時(祝日の場合は第２水
曜日)　�＆�相談専用電話(138-2022)

◆上宮川文化センター／児童センターの催し
�＆�上宮川文化センター(122-9229　
〒659-0061 上宮川町10-5)
【小学生パソコン教室
　「夏の思い出を絵はがきにしよう」】
�パソコン用のペンで絵を書きます　�
８月21日(水)①10時～12時、②13時～15時
�小学１～６年生、各回６人　�はがき
に住所、氏名、学年、電話番号、希望時
間を記入し、８月７日(水)までに上記へ
【シネポケット“ひゅーまん”】
�＆�８月７日「戦場のメリークリスマ
ス」／14日「ホタル」／21日「ブコバル
～ブコバルに手紙は届かない～」／28日
「Ａ.Ｉ.」(いずれも水曜日)13時30分～　
�30人(当日先着順)

◆お盆の墓参について
　８月10日から19日は、霊園出入り口
を終日開門します。車両の乗り入れはで
きますが混雑が予想されます。周辺道路
は全面駐車禁止ですので、バス等をご利
用ください。園内では次の事にご注意く

ださい。①園内の水道は飲料水ではありま
せん。②お供えはカラス等のえさになり墓
地が荒らされます。必ずお持ち帰りくださ
い。③不要物はごみ箱に捨ててください。
�霊園事務所(122-5825)

◆環境管理課からのお知らせ
�環境管理課(138-2050)
【ねこの引き取り日の変更】
　通常は毎月第３水曜日ですが、８月は
28日(水)９時30分～10時に変更します。
�市役所南館玄関横　�生後91日以上
のねこ…１匹につき1,700円、生後90日
以下のねこ…10匹まで1,700円、飼い主
のいない拾得ねこは無料
【精霊送りの受け付け】
�＆�＆�８月15日(木)①精道小学校グ
ラウンド…16時～19時・浅川(1 32 -
3126)、②打出集会所…16時～19時・中村
(123-2329)、③大原集会所…15時～18
時・石橋(131-8854)、④阿保親王塚南西
角…16時30分～18時・内田(131-7888)

◆都市整備公社みどりの課のお知らせ
�都市整備公社みどりの課(138-2103)
【こどもガーデニング教室
　～小さな野菜をつくろう！】
�空き缶やペットボトルで育てる芽野菜
�８月19日(月)10時～12時　�緑の相談
所　�緑の相談員　�500円　�４歳以
上(小学校低学年までの子どもは保護者同
伴)、18人　�８月12日(月)までに上記へ
（受講者に花苗プレゼント）
【緑の相談所　夏休みのお知らせ】
　花壇等の計画や緑化に関する相談に応
じる『緑の相談所』は、８月14日(水)・
16日(金)・19日(月)、お休みします。

◆障害福祉課のお知らせ
�障害福祉課(138-2043)
【身体障害者移動相談】
�８月30日(金)９時30分～　�尼崎市立
身体障害者福祉センター　�身体障害者
手帳所持の肢体不自由者　
【８月障害者相談日】
�毎週金曜日、13時30分～　�第２週
は知的障害、そのほかの週は身体障害　
�福祉事務所相談室　

◆成人式検討委員の募集
�成人式の企画・検討　�９月～平成
15年１月、おおむね月２回程度　�昭
和57年４月２日～昭和58年４月１日に
生まれたかた、10人程度　�電話で下
記へ　�スポーツ・青少年課青少年育成
担当(122-0358)

◆ＡＣＡトワイライトコンサート
　第63回ハワイアンの夕べ
�８月16日(金)18時～19時　�ラ・モー
ル芦屋１階広場　�100人　	レイ　オブ
スターズ　�国際交流協会(134-6340)

◆芦屋市民ゴルフ大会
�８月20日(火)　�20歳以上で市内在住
在勤または市内のスポーツ団体在籍者、
144人(多数の場合在住者優先で抽選)　
�16,000円　�ダブルペリア方式　�芦
屋カンツリー倶楽部　�はがきか所定の
申込書に住所、氏名、性別、電話(FAX)
番号、生年月日、年齢、在勤者は勤務先の

名称、住所、電話番号、スポーツ団体在籍
者は団体名を記入し８月９日(金)までに下
記へ　�芦屋市体育協会(スポーツ・青少
年課内 122-7910 〒659-0072 川西町15-3)

◆芦屋病院院内コンサート
�８月11日(日)14時30分～15時30分　
�芦屋病院外来棟５階ホール　	晴山大
作(サクソホン)、井出智佳子(ピアノ)　
�芦屋病院総務課管理担当(131-2156)

◆社会福祉協議会の催し
�社会福祉協議会(132-7530)
【夏休み親子劇場「人形劇」】
�８月18日(日)11時～　�市民センター
401室　	やおちあき　�先着80人　�100
円　�８月５日(月)から電話で上記へ
【救急救命講習会】
�９月13日(金)13時30分～16時30分　�
福祉会館114室　�応急手当の基礎知識、

そ

心肺蘇生法ほか。修了者に救急救命講習
修了証を交付　�20人　�電話で上記へ
【高齢者こころの相談・健康相談】
�８月21日(水)、22日(木)14時～16時　
�福祉会館
【お茶のみ友達相談】
�８月17日(土)９時30分～11時30分　�
福祉会館　�男性60歳、女性55歳以上
の独身のかた
【帯の会寄席】
�８月14日(水)14時～　�老人福祉会館
大広間　	県芦落語研究会ＯＢ「帯の会」

◆軍人恩給の受給資格を調査します
�旧軍人(または未亡人)で軍人恩給の未
請求者(公務員退職等の年金受給者を除く)
�各市区町援護担当課(芦屋市は地域福祉
課)にある「履歴申立書」を終戦当時の本
籍地の都道府県援護担当課に提出　�県
援護室恩給係(1078-341-7711 内線2998)

◆「心の輪を広げる体験作文」＆
　「障害者の日のポスター」の募集
�①作文…障害のあるかたとないかたの

つづ

心のふれあいを綴ったもの②ポスター…
障害者への理解の促進等に資し、障害の
あるかたとないかたの相互理解を促進す
るもの　�県内(神戸市を除く)に在住、
在学する①小学生以上のかた②小・中学

ろう

生および盲学校・聾学校・養護学校の小
・中学部の児童生徒　�９月６日(金)ま
でに右記へ　�県県民生活部福祉局障害
福祉課障害政策係(1078-362-3192)

◆第１４回兵庫のまつり－ふれあいの祭典
　兵庫県身体障害者作品展を開催
�８月26日～９月１日　�兵庫県民会
館１階特別展示室　�身体障害者の更生
援護に関する資料や身体障害者の製作品
の展示等　�(財)兵庫県身体障害者福祉
協会(1078-242-4620　FAX078-242-4260）

◆平成15年度県立障害者高等技術専門学院
　食品加工科訓練生(知的障害者対象)募集
�次の全ての条件を満たすかた、15人
①療育手帳(または公的機関が発行する
判定書)を所持している②原則として阪
神７市１町に住所を有する③義務教育の
修了者(修了見込み含む)④身辺処理能力
が確立していて自宅から自力で通所でき
る⑤健康で訓練や集団生活に支障がない

ラポルテ市民サービスコーナー(ラポ
ルテ本館３階131-3130)は、休館日のた
め、８月14日(水)、15日(木)は休業しま
す。執務時間は９時～17時15分です。
９時～10時は東側階段またはシース
ルーエレベーターをご利用ください。

⑥訓練を受けることで就職の可能性があ
る⑦保護者の理解と協力が得られる　�
９月２日から10月18日までに下記へ入
校願書(写真添付)と身体検査書を提出　
�西宮公共職業安定所(10798-71-3721)

◆税金無料相談会
�８月19日、９月９日、いずれも月曜日
10時～12時、13時～16時　�税理士によ
る所得税(譲渡)、相続(贈与)税、法人税等
の相談　�＆�芦屋納税協会(131-5318)

◆第14回市民ふれあい広場
�８月３日(土)16時～21時(雨天中止)　�
ＪＲ芦屋駅北側広場　�出店、ステージ
イベント　�ＪＲ芦屋駅前まちづくり懇
談会(芦屋都市管理株式会社内　138-2500)

◆ふるさとむら会員（ボランティア）の募集
�農村で農家のかたと共に丹波黒大豆な
どを栽培し、地元の祭りなどに参加する
�８月31日(土)までに下記へ　�ふるさと
むら支援センター事務局(1078-341-0754)

◆サマージャンボ宝くじ発売中
　販売は８月９日(金)までです。収益金
は市町村の明るく住み良いまちづくりに
使用されます。
�(財)兵庫県市町村振興協会(1078-322-1151)

◆「阪神カレッジ芸術文化祭」参加者募集
�11月22日(金)13時～、ピッコロシアタ
ー中ホールで20分程度の演劇をするグル
ープ(原則として阪神間の大学に通う学生
や県在住の学生が中心のこと)、６グルー
プを募集　�往復はがきで８月５日＜必
着＞までに下記へ(応募多数は抽選)　�
県阪神南県民局芸術文化担当(106-6481-
7693 〒660-8588 尼崎市東難波町5-21-8)

６/10～７/９までの受入順(敬称略)
広報課取り扱い分
●テレビ・ビデオカセットレコーダー(10万円
相当)、稲本佳嗣
保健福祉部総務課取り扱い分
[社会福祉のため]
●10万円、匿名
公園緑地課取り扱い分
[市の緑を守るため]
●40万円、芦屋東ライオンズクラブ
芦屋ハートフル福祉公社取り扱い分
●１万円、匿名●３万円、匿名●６万
4,411円、木曜会●３万円、匿名
社会福祉協議会取り扱い分
●１万円、秋山和子●５万円、木曜会

画像処理入門
日　時　８月①19日(月)②23日(金)
　　　　午前10時～午後２時30分
会　場　市民センター217室
内　容　「ウェブアート デザイナー」

を使った写真の加工
費　用　500円　定　員　各回16人
締め切り　８月９日(金)

パソコン１日講習会
公民館からのお知らせ

子ども１日造形教室
日　時　８月21日(水)午後１時～３時
会　場　市民センター301室
内　容　創造の世界で自由に遊ぶ
対　象　小学１年～４年生、20人
締め切り　８月10日(土)

子ども料理教室～おいしいおやつ
日　時　８月23日(金)①午前10時～正午
　　　　②午後１時～３時
会　場　市民センター料理室
対　象　小学１年～６年生、各回24人
費　用　300円
締め切り　８月10日(土)

　いずれも、往復はがきに住所、氏名、学年(子ども)、電話番号、事業名、パソコン
１日講習会は希望日、子ども料理教室は希望時間を記入し、下記へ(応募多数は抽選)

フロアバレーボール
日　時　９月20日(金)
　　　　午前10時～午後４時(予定)
会　場　体育館・青少年センター
内　容　阪神南地域在住の視覚障害を

お持ちのかたとの交流
対　象　芦屋・西宮・尼崎市に在住の

かた、20人
費　用　300円(保険料)
持ち物　運動できる服装、室内用運動

靴、昼食
締め切り　８月30日(金)

第14回ふれあいの祭典・阪神南

問い合わせ　公民館　135-0700(〒659-0068 業平町8-24)

親子で楽しむ 夏休み名曲コンサート
日　時　８月24日(土)午後１時30分～３時
会　場　市民センター　音楽室
内　容　２台のヴァイオリンのためのコン

ツェルト／星に願いを ほか
出　演　井上敦子・山本綾(ヴァイオリン)
　　　　女声アンサンブルほか
締め切り　８月10日(土)

公民館おしゃべり音楽会

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

寄　　　付

ご�

な�い�

ん�あ�ご�

な�い�

ん�あ�

お   し   ら   せ

●凡例…�日時(日程)、�会場・場所、�内容、�対象・定員、�講師、	出演、�費用(記載の無い催しは無料)、
持ち物、�申し込み、�問い合わせ

体育館・青少年センター競技場開放日
�８月10日・24日(土)10時～17時(１時
間単位)　�市内の青少年、保護者(小
学校３年生以下保護者同伴)　�卓球、
バドミントン　�体育館・青少年セン
ター(131-8228)
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梅
雨
明
け
も
間
近
の
真
夏
の
日
差
し
が

強
く
照
り
始
め
た
こ
ろ
、
芦
屋
川
と
Ｊ
Ｒ

が
交
差
す
る
あ
た
り
の
水
辺
に
は
、
風
に

揺
ら
ぐ

細
長
い

葉
の
間

に
、
ま

る
で
ウ

イ
ン
ナ
ー
ソ
ー
セ
ー

ジ
を
串
刺
し
に
し
た

よ
う
な
奇
妙
な
も
の

を
つ
け
た
植
物
が
み

ら
れ
ま
す
。
近
く
の

岸
に
は
一
回
り
大
き

な
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

ソ
ー
セ
ー
ジ
形
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
少

し
小
形
の
方
が
ヒ
メ
ガ
マ（
ガ
マ
科
）、
大

き
い
方
が
ガ
マ（
ガ
マ
科
）で
す
。
両
者
の

お
ば
な
ほ

区
別
は
上
の
雄
花
穂
と
下
の
雌
花
穂
の
間

を
み
れ

ば
一
目

瞭
然
で

す
（
図

参
照
）。

芦
屋
川
・
宮
川
の

河
原
に
見
ら
れ
る
雑
草
た
ち
　
５

ー
初
夏
か
ら
夏
へ
ー
　

　
コ
ガ
マ
と
も
よ
く
似
て
い
ま
す
が
、
コ

ガ
マ
に
比
べ
大
型
（
葉
・
背
丈
な
ど
）
で

す
。
ガ
マ
は
そ
の
む
か
し
出
雲
神
話
に
因

は

幡
の
白
兎
が
わ
に
ざ
め
に
皮
を
剥
が
れ
て

泣
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
通
り
か
か
っ
た
大

国
主
命
が
ガ
マ
の
穂
を
敷
い
て
寝
て
い
る

と
治
る
と
い
っ
た
話
が
あ
り
ま
す
。
事

実
、
花
粉
に
は
止
血
作
用
が
あ
り
重
要
な

薬
用
植
物
で
し
た
。
宮
川
に
も
下
宮
川
橋

の
上
手
に
両
者
が
混
生
し
て
い
ま
す
。
ど

ち
ら
の
川
に
も

ジ
ュ
ズ
ダ
マ

（
イ
ネ
科
）が
多

く
あ
り
、
七
月

ご
ろ
か
ら
花
を

咲
か
せ
て
い
ま

す
。
秋
に
硬
く

熟
れ
た
実
は
、

糸
を
通
し
て

じ
ゅ
ず

数
珠
の
よ
う
に
つ
づ
り
遊
ん
だ
人
も
多
い

で
し
ょ
う
。
で
も
花
を
見
た
人
は
少
な
い

と
思
い
ま
す
。
球
形
の
実
の
先
に
雌
花
、

垂
れ
下
が
っ
て
い
る
の
が
雄
花
穂
で
す
。

熱
帯
ア
ジ
ア
原
産
で
、
稲
と
共
に
や
っ
て

芦
屋
市
河
川
環
境
モ
ニ
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
市
　
景
一

【浜風の家の催し】
�①子ども絵画教室(小学生対象)②
いきいき遊び塾～竹の水でっぽうを
つくろう③絵本のよみきかせ会15④
１日工作教室～牛乳パックでつくる
自動車⑤カプラ積木であそぼう～塔
をつくってみよう⑥コンピュータ講
座～残暑見舞い⑦おたのしみおはな
し会⑧絵本のよみきかせ勉強会　�

①８月２日(金)13時30分～15時30分
②３日(土)13時30分～15時30分③４
日(日)10時30分～④10日(土)13時30
分～15時⑤17日(土)13時30分～15時
30分⑥21日(水)13時30分～14時30分
⑦25日(日)14時～15時⑧29日(木)10
時30分～　詳細は下記へ　�＆�浜
風の家(135-5700)

【丹波の朝採り有機野菜市】
�８月７日(水)、28日(水)10時30分
～　�ワークホームつつじ　�ワー
クホームつつじ・藤川(122-7044)

【福祉バザー】
バザー用品(日用品、雑貨、衣料等)
の提供をお願いします　�９月21日
(土)、22日(日)　�＆�芦屋みどり
福祉作業所(1・FAX31-4001)

【２級ヘルパー養成講座】
�９月７日～12月11日　�あしや喜
楽苑ほか　�７万円　�年齢不問、
先着50人　�＆�あしや喜楽苑企画
部ヘルパー養成講座係(134-9287)

【市民ハイキング】
�８月４日(日)８時～　�阪急芦屋
川駅北広場集合→荒地山　�250円
�弁当ほか　�芦屋登山会・大山
(131-1923、夜間のみ)

【第44回　波多野澄子バレエ研究所
生徒公演】

�８月９日(金)18時～　�神戸文化
大ホール　�前売り2,000円、当日
2,500円　�波多野澄子バレエ研究所
(122-3003)

【中高生のための安らぎの部屋】
�８月10日(土)、24日(土)13時～16
時30分　�図書館集会室　�中高生
�ヨッシーくらぶ・守上(123-6854)

【母と子のいこいの部屋】
�８月20日(火)、27日(火)10時～11
時30分　�図書館集会室　�母と子
が絵本等を通しておはなしに親しむ
�０歳から未就園児と保護者　�バ
ルーン・津田(132-2610)

【地域活動推進講座　親子で楽しむ
　ペーパークラフト】
�８月24日(土)、９月21日(土)、10
月26日(土)　�市民センター　�水
族館の生き物ほか　�小学１～３年
生と保護者　�３回1,000円　�往復
はがきに住所、氏名、学年、学校
名、保護者名、電話番号を明記し８
月15日（木）＜必着＞までに、おも
ちゃ箱『地域活動推進講座』係(〒
657-0043 神戸市灘郵便局留)へ　
�FSCおもちゃ箱・a橋(131-9189)

【生涯教育ダンス無料講習会】
�８月１日、８日、22日、29日(いず
れも木曜日)17時～　�体育館・青少
年センター第１研修室　�社交ダン
ス　	馬場侑里子氏　�成人　�当
日直接会場へ　�芦屋市ソシアルダン
ス振興会・松尾(1090-8192-8479)

き
た
古
い
史
前
帰

化
植
物
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
春
の

七
草
の
一
つ
、
セ

リ（
セ
リ
科
）も
こ

の
時
期
に
白
い
花

を
咲
か
せ
て
い
ま

す
。
こ
れ
も
花
を

見
た
人
は
少
な
い
で
し
ょ
う
。
宮
川
で
は

四
三
号
線
の
す
ぐ
下
手
の
河
原
、
芦
屋
川

で
は
業
平
橋
の
下
手
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
宮
川
は

面
白
い
川

で
、
調
査

の
度
に
新

し
い
発
見

が
あ
り
ま

す
。
六
月
末
に
は
今
ま
で
な
か
っ
た
メ
ハ

ジ
キ（
シ
ソ
科
）が
数
株
花
を
付
け
て
い
る

の
を
見
つ
け
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
経
路

で
入
っ
て
き
た
か
は
不
明
で
す
が
、
興
味

の
あ
る
こ
と
で
す
。
メ
ハ
ジ
キ
と
い
う
名

は
、
昔
の
子
ど
も
た
ち
が
茎
を
短
く
切

り
、
ま
ぶ
た
の
間
に
挟
ん
で
目
は
じ
き
遊

び
を
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
婦
人

病
の
薬
草
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

　
広
報
あ
し
や
七
月
一
日
号
『
市
民
の
ひ

ろ
ば
』
の
投
稿
の
か
た
、
あ
な
た
の
自
宅

の
外
壁
、
塀
に
こ
の
よ
う
な
落
書
き
を
さ

れ
て
も
、
あ
な
た
は
同
じ
文
章
が
書
け
ま

す
か
？

　
私
は
あ
な
た
ほ
ど
心
は
広
く
あ
り
ま
せ

ん
。
市
民
の
出
し
て
い
る
税
金
で
維
持
管

理
さ
れ
て
い
る
公
共
設
備
を
汚
染
さ
せ
、

市
民
に
不
快
感
を
与
え
、
か
つ
町
の
品
位

を
落
と
す
落
書
き
は
、
ま
さ
し
く
犯
罪
と

考
え
ま
す
。

　
同
情
の
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
自
分
の
意
見
、
主
張
を
す
る
場
は
、
そ

の
気
に
な
れ
ば
い
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
。

新
聞
、
広
報
紙
へ
の
投
書
、
駅
で
ビ
ラ
を

渡
し
て
も
い
い
、
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
て

歩
い
て
も
い
い
。
そ
の
勇
気
も
な
い
卑
劣

な
行
為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
落
書
き
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
ｓ
）

　
落
書
き
防
止
に
つ
い
て
、
市
は
条
例
を

つ
く
る
つ
も
り
は
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

条
例
が
出
来
れ
ば
解
決
す
る
と
い
う
こ
と

に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
少
な
く

と
も
市
や
市
民
の
意
思
を
は
っ
き
り
示
す

落
書
き
は
犯
罪
、
防
止
に
条
例
を

若
葉
町
　
福
間
　
進
・
公
子

こ
と
に
は
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が
、
落

書
き
は
い
け
な
い
こ
と
、
迷
惑
に
な
る
こ

と
、
汚
し
た
人
が
始
末
を
す
る
こ
と（
罰

則
で
）な
ど
ル
ー
ル
が
定
着
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
他
市
が
ど
う
こ
う
で
な
く
、
国
際
文
化

住
宅
都
市
芦
屋
が
率
先
し
て
毅
然
と
し
た

態
度
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。
住
ん
で
い
る

街
が
、
少
数
の
身
勝
手
な
人
に
よ
っ
て
汚

さ
れ
る
の
に
は
我
慢
な
り
ま
せ
ん
。（
ｋ
）

　
　

南宮町　寺本　廣吉

　シーサイドタウンの東側に新しくできた親水性護岸
を散歩しました。この日は他府県のヨットグループの

そう

練習が見られ、対岸の西宮からカヌーが10艘以上来て
いました。
　釣りを楽しむ人々をのぞいたり、山と海を見ながら
の新しい芦屋の散歩道です。

【霊園地蔵盆大祭・無縁仏せがき供
　養大祭】
�８月23日(金)14時～15時　�芦屋
霊園地蔵尊前(雨天の時は霊園事務所
２階)　�芦屋市霊園協力会(132-
6366)

【第43回　芦屋市民将棋大会】
�８月25日(日)９時30分～　�市民
センター401室　�市内在住、在
勤、在学のかた　�大人1,000円、中
学生以下500円　�当日直接会場へ
�井上(122-9029)

【第25回定期演奏会　歌うひろば】
�８月25日(日)14時～　�ルナ・
ホール　�1,000円　�合唱団ボイス
フィールド・村主(122-5147)

【地域活動推進講座　朗読セミナー
　美しい日本語を読む】
�９月４日から10月16日の毎週水曜
日、10時～12時　	福井さとみ氏　
�朗読を通し日本語の美しさを再認
識し、朗読ボランティア等へとつな
げる　�25人(応募多数は抽選)　
�500円(全回分)　�往復はがきに住
所、氏名、年齢、電話番号、受講動
機を明記し８月10日(土）までに下記
へ　�＆�集・空・間Ｔｉｏ(125-
0177 〒659-0067 茶屋之町7-12)

【夏休みこども自由アトリエ】
�８月の火曜または水曜日全２回、
15時30分～17時30分　�高浜町内　
�３歳以上　�2,500円(２回分、材
料費込み)　�絵画、立体工作など
�芦屋児童美術教育研究会・上住
(123-5467、朝または夜間のみ)

【ユネスコ世界遺産に親しむつどい】
�９月６日から毎月第１金曜日、10
時～11時30分　�市民センター　�

古都奈良の文化財「唐招提寺」ほか
	森川恵昭氏(武庫川女子大学教授)
�月1,000円(５カ月分前納)　�エイ
ジレス・カルチャークラブ・荻田
(123-0690)

【第５期『灘の酒大学』学生募集】
�９月25日(水)、10月23日(水)、11
月20日(水)、12月18日(水)、平成15
年１月14日(火)、２月19日(水）また
は20日（木）、３月12日(水)、18時30分
～20時30分(希望者のみ修学旅行有り、
有料)
�神戸市内の酒造資料館等
�日本酒の基礎から酒づくりまで。
利き酒やお土産有り　�12,000円(全
７回)ペア参加は22,000円　 �20歳以
上、60人　�往復はがきに、希望者
全員(２人まで)の住所、氏名、年
齢、電話番号を明記し、９月６日
(金)＜必着＞までに下記へ　�灘五
郷酒造組合内「灘の酒大学実行委員
会」(1078-841-1101 〒658-0046 神戸
市東灘区御影本町6-1-9)

【第２回名曲プロジェクトコンサート
　合唱、オーケストラ参加者募集】
�平成15年１月25日(土)にルナ・ホ
ールでモーツァルトのレクイエムを
演奏。練習は、合唱が毎週月曜日、
19時～21時、オーケストラが第１・
３日曜日、11時30分～13時。共にセ
シリアサロンクラシックホールで　
�１回500円　�名曲プロジェクト
実行委員会(芦屋芸術村内)・藤原
(135-5889)

【芦屋コスモス卓球会　会員募集】
�毎週水曜日12時～14時50分　�体
育館・青少年センター　�成人女性
�2,500円(３カ月分前納)　�森井
(131-9385)

●凡例…�日時（日程）、�会場・場所、�内容、�対象・定員、	講
師、�出演、�費用(記載の無い催しは無料)、�持ち物、�申し込み、
�問い合わせ

ガマ�コガマ�ヒメガマ�

雄
花
穂�

包
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雌
花
穂�

ヒメガマヒメガマ�ヒメガマ�ガマガマ�ガマ�

セリの花セリの花�セリの花�メハジキメハジキ�メハジキ�

ジュズダマジュズダマ（花）�ジュズダマ（花）�


